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クにあわせたかのように５月上旬見ごろを迎え、４月16日から５月５日まで予定し
ていたかたくり園の開園を10日まで延長して開園

見入っていました。
このかたくりは、日本一大きい「西明寺栗」の

栗林に自生しています。群生地の規模は約20㌶に
も及び、国内最大級と言われています。この群生地は、地域のみなさんが「八
津・鎌足カタクリ福寿草保存会」を結成し、発芽してから開花するまでに８年
かかるかたくりの保存と園内の管理に努めています。

2 広報 

この地に春の訪れを告げる刺巻湿原のミズバショウが、早いところでは
４月上旬から咲き始め、４月下旬に見ごろを迎えました。４月８日から５

ミズバショウの魅力を満喫していました。
ハンノキ林に囲まれた湿原約３㌶に、６万株といわれているミズバショ

ウが、一面に自生しており、近年ではザゼンソウやかたくりなども多く咲
き、木道を通ってこれらの花を近くで見られるよう整備されています。国
道沿いでこれだけの群生が見られるのは非常に珍しいようです。

雪解けが遅く、４月下旬からかたくりの花が咲き始めました。ゴールデンウィー

しました。期間中は、昨年より2，500人ほど多い約
３万2，600人が訪れ、可憐に咲く花のじゅうたんに

月５日まで、刺巻湿原ミズバショウまつりが開催され、昨年より3，700人
多い13万3，700人が訪れました。休日には、県内外から訪れた大勢の観光
客が、清楚に咲く乳白色のミズバショウを眺めたり、カメラに収めたり、



例年にない大雪に見舞われ、４月に
なってからも雪が降るなど天候不順と
気温の低下で、開花が大幅に遅れ心配
された今年の桜まつりでしたが、シダ
レザクラが４月29日、ソメイヨシノが
同30日に咲き始め、ゴールデンウィー
クにあわせたかのように見ごろを迎え

ライトアップされ、暗闇に浮かび上がる夜桜
も人気スポット。夜遅くまで人の波は途切れ
ません

特設舞台では、飾山噺子が披露され観光客 ました。また、咲き始めてからの天候にも恵まれ、過去最高だった昨年を15万
に喜ばれました。

９千人上回る156万７千人の人出を記録。歩行者天国となった武家屋敷通りを
はじめ町中が人で溢れました。
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石 黒 直 次  
　平成18年度一般会計予算と特別会計、企業会計予算。平成17年度予算下半期の執行状況を
次のとおり公表します。 平成18年６ 月１ 日　　仙北市長　

　平成18年度一般会計予算の歳入歳出総額は、183億8，800万円で、旧田沢湖町、旧西木村の当初予算と旧角館町の
６ 月定例議会後の現計予算の合計額と比較し、総額で17億4，270万３ 千円の増額となっています。

●市税 
　2，593，878千円 
　　　　（14.1％） 

●総務費 
　2，784，681千円 
　　　　（15.1％） 

●民生費 
　3，954，397千円 
　　　　（21.5％） 

●衛生費 

　　（8.4％） 

●土木費 
2，054，951千円 
　　（11.2％） 

●教育費 
2，061，236千円 
　　（11.2％） 

●公債費 
3，090，924千円 
　　（16.8％） 

●市債 
2，057，700千円 
（11.2％） 

●地方交付税 
　　7，230，000千円 
　　　（39.3％） 

●国庫 
　支出金 
1，664，493千円 
　（9.1％） 

●県 
　支出金 

614千円 
　（9.2％） 

●繰入金 
914，820千円（5.0％） 

●諸収入 
796，848千円（4.3％） 

●農林水産業費●商工費 

●消防費 
　627，928千円 
　（3.4％） 

●地方消費税交付金 
330，000千円（1.8％） 

歳入総額 

18，388，000 
千円 

歳出総額 

18，388，000 
千円 

●その他 
465，846千円（2.5％） 

757千円（0.6％） 
994千円（1.8％） 
093千円（0.1％） 

（0.0％） 
（0.0％） 

●その他 
　　308，615千円（1.7％） 

691千円（0.9％） 
188千円（0.3％） 
403千円（0.0％） 
333千円（0.2％） 
000千円（0.3％） 

●その他 
　　648，801千円 
　　3.5％

000千円　（2.7％） 
000千円　（0.5％） 
000千円　（0.0％） 
000千円　（0.0％） 

（0.0％） 
800千円　（0.0％） 
000千円　（0.3％） 

依存財源 

自主
財源 

　1，540， 984千円

1，685， 

・分担金及び負担金　112， 
・使用料及び手数料　330， 
・財産収入　　　　　 22， 
・繰越金　　　　　　　　　　1 千円
・寄付金　　　　　　　　　　1 千円

　　・議会費　　157， 
　　・労働費　　　56， 
　　・災害復旧費　 3， 
　　・諸支出金　　41， 
　　・予備費　　　　50， 

・地方譲与税　　　　　　500， 
・自動車取得税交付金　　　90， 
・利子割交付金　　　　　  　5， 
・配当割交付金　　　　　　　1， 
・株式等譲渡所得割交付金　　　　1千円　
・交通安全対策特別交付金　5， 
・地方特例交付　　　　　　47， 

　705，318千円（3.8％） 1，258，966千円（6.8％） 

（千円） （％）  
113，◯人件費 	 4， 259 （22.4） 

090，◯公債費 	 3， 918 （16.8） 

516，◯扶助費 1， 365 （8.2） 

（千円） （％） 
465，◯普通建設事業費 3， 937 （18.8） 

◯災害復旧事業費 3，403 （0.0） 

（千円） （％） 
332，◯物件費 2， 027 （12.7） 

◯維持補修費 17，788 （0.1） 

512，◯補助費等 1， 959 （8.2） 

◯積立金 	 132，429 （0.7） 

◯投資及び出資金 20，000 （0.1） 

◯貸付金 	 316，504 （1.7） 

816，◯繰出金 1， 411 （9.9） 

◯予備費 50，000 （0.3） 

　 　 会 　 　 計 　 　 名 　 　  予算額（千円）

集 中 管 理 特 別 会 計  5,085,500 

下 水 道 事 業 特 別 会 計  1,061,200 

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計  593,000 

浄 化 槽 事 業 特 別 会 計  116,000 

国民健康保険特別会計（ 事業勘定） 3,318,800 

国民健康保険特別会計（ 田沢診療施設勘定） 31,700 

国民健康保険特別会計（ 神代診療施設勘定） 106,100 

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計  4,040,693 

介 護 保 険 特 別 会 計  944,500 

生 保 内 財 産 区 特 別 会 計  70,200 

田 沢 財 産 区 特 別 会 計  26,900 

雲 沢 財 産 区 特 別 会 計  2,538 

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計  157,000　 

義務的経費 
8， 542千円 

投資的経費 
3， 340千円 

6， 118千円 

720， 

469， 

その他の経費
198， 

　 　 会 　 　 計 　 　 名 　 　  予算額（千円）
病 院 事 業 会 計 5,490,553 
温 泉 事 業 会 計 34,942 
水 道 事 業 会 計 631,125 
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　市の財政運営がどのように行われているのかを
知っていただくため、平成18年３ 月末現在（平成17 
年度下半期）の予算の執行状況を公表します。

《歳入》収入済額 予算現額 628　千円 《歳出》予算現額 628　千円 

市　　　税 

地方交付税 

諸　収　入 

市　　　債 

手数料 

地方消費税 
交付金 

繰　入　金 

総　務　費 

公　債　費 

衛　生　費 

農林水産業費 

商　工　費 

土　木　費 

消　防　費 

教　育　費 

1， 935千円 

1， 956千円

2， 400千円 

100千円

1， 500千円 

228千円

1， 407千円 

075千円

785千円 

029千円

307千円

307千円 

503千円

191千円 

015千円

970千円 

3， 880千円 
　　　

3， 117千円 

予算現額 

執行済額

2， 016千円 

2， 016千円

1， 570千円 

656千円

1， 831千円 

207千円

1， 481千円 

867千円

076千円 

806千円

2， 599千円 

1， 898千円

895千円

827千円 

070千円

1， 931千円 

908千円

849千円 

2， 152千円 
　　　

2， 809千円 

2， 655千円 

1， 273千円

9，397， 109　千円 （71.3％） 
13，182， 

支出済額 8，166， 732　千円 （62.0％） 
13，182， 

そ　の　他

国庫支出金 

県 支 出 金

使用料及び

民　生　費 

そ　の　他

035， 

030， （99.5％） 

299， 

356， （15.5％） 

450， 

512， （35.3％） 

116， 

291， （26.1％） 

180， 

176， （97.4％） 

135， （100.0％） 

135， 

380， （92.3％） 

412， 

495， （100.2％） 

493， 

312， 
（98.9％） 

351， 

（ 執行率） 

707， 

707， （100.0％） 

425， 

578， （40.6％） 

006， 

536， （53.3％） 

005， 

369， （36.8％） 

650， 

482， （74.3％） 

282， 

145， （50.2％） 

180， （82.7％） 

218， 

450， （43.8％） 

026， 

187， （56.3％） 

333， 

635， 
（99.6％） 

646， 

585， 

599， （61.9％） 

（単位： 千円・％） 

　 　 会 　 　 計 　 　 名 　 　 現計予算　 収入済額　 収入率　　 支出済額    執行率　　

集 中 管 理 特 別 会 計 2,558,837 253 0.0 2,457,632 96.0 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 799,818 91,242 11.4 635,090 79.4 

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 340,849 42,900 12.6 260,600 76.5 

浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 81,593 9,253 11.3 61,675 75.6 

国民健康保険特別会計（ 事業勘定） 2,198,024 1,846,731 84.0 1,825,386 83.0 

国民健康保険特別会計（ 田沢診療施設勘定） 43,530 29,623 68.1 15,168 34.8 

国民健康保険特別会計（ 神代診療施設勘定） 153,611 141,116 91.9 28,426 18.5 

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 2,764,008 2,097,035 75.9 2,287,405 82.8 

介 護 保 険 特 別 会 計 688,540 547,576 79.5 345,781 50.2 

生 保 内 財 産 区 特 別 会 計 39,612 34,325 86.7 11,962 30.2 

田 沢 財 産 区 特 別 会 計 26,855 19,763 73.6 18,187 67.7 

雲 沢 財 産 区 特 別 会 計 294 292 99.3 30 10.2 

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 267,418 43,983 16.4 208,688 78.0 

（単位： 千円・％） 

会　計　名　 現計予算　 収入済額　 収入率 　 現計予算　 支出済額　  執行率 　 

病院事業会計 
収益的収入 3,180,643 2,992,983 94.1 収益的支出 2,969,545 2,757,551 92.9 

資本的収入 505,515 505,120 99.9 資本的支出 135,223 135,221 100.0 

温泉事業会計 
収益的収入 45,628 43,445 95.2 収益的支出 49,063 19,791 40.3 

資本的収入 －　 　    －　 　    －　 　    資本的支出 4,575 4,512 98.6 

水道事業会計
収益的収入 200,173 189,903 94.9 収益的支出 238,399 174,195 73.1 

資本的収入 228,302 228,296 100.0 資本的支出 319,276 273,809 85.8 

土地　　　18,627,104㎡ 建物　　　　196,320㎡ 山林　　　46,787,979㎡ 基金　他　　　　　　3,003,937千円 
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選任されました。また、各委員会の構成員は次のとおり決定されました。

総務常任委員会 
　◇委員長 

　　八　柳　良太郎 
　◇副委員長 

　　真　崎　寿　浩 
　◇委員 

　　田　口　寿　宜 
　　佐　藤　直　樹 
　　青　柳　宗五郎 
　　佐　藤　宗　善 
　　　　久　昭　二 
　　佐　藤　峯　夫 

議会運営委員会 
　◇委員長 

　　田　口　勝　次 
　◇副委員長 

　　田　口　喜　義　
　◇委員 

　　藤　原　助　一 
　　佐　藤　宗　善 
　　　　久　昭　二 
　　藤　原　万　正 
　　佐々木　　　章 

広報編集特別委員会
　◇委員長 
　　平　岡　　　均 
　◇副委員長 
　　小　林　幸　悦 
　◇委員 
　　田　口　寿　宜 
　　佐　藤　直　樹 
　　大　石　温　基 
　　安　藤　　　武 
　　八　柳　良太郎 
　　藤　原　助　一 
　　浅　利　則　夫 

産業建設常任委員会 
　◇委員長 

　　門　脇　健　郎 
　◇副委員長 

　　黒　沢　龍　己 
　◇委員 

　　安　藤　　　武 
　　小　林　幸　悦 
　　田　口　喜　義 
　　澤　田　信　男 
　　田　口　勝　次 
　　平　岡　　　均 

教育民生常任委員会 
　◇委員長 

　　浦　山　敏　雄 
　◇副委員長 

　　小田嶋　　　忠 
　◇委員 

　　大　石　温　基 
　　藤　原　助　一 
　　浅　利　則　夫 
　　藤　原　万　正 
　　佐々木　　　章 
　　戸　澤　　　清 

議　長 佐藤　峯夫

副議長 佐々木　章

（敬称略）

仙北市議会議員一般選挙後初の市議会が５月９日に開会され、議長に佐藤峯夫氏、副議長に佐々木章氏が
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平成18年春の叙勲で、秋田県関係者75人が受章され、
仙北市からは千田博夫氏（75歳・田沢湖田沢字田沢々口）
が地方自治功労により旭日双光章を受章されました。
千田氏は、昭和48年から平成13年まで７期28年にわた

り田沢湖町議会議員を務められ、この間、議会議長をは
じめ産業建設常任委員長などを歴任。この他、田沢財産
区管理会会長、仙北東森林組合理事を努めるなど、地方
自治の発展、地域産業の振興に尽力されました。

千田　博夫氏

コメント
この度、春の叙勲に際し、図らずも旭日双光章

の栄に浴し、身に余る光栄に存じております。
永きにわたり議員を務めこのような栄誉を授か

ることができたのも、地域の皆様のご支援と、家
族の支えがあったからこそであり深く感謝いたし
ております。
今後もこの栄誉に恥じることのないよう一層精

進し、地域の発展に貢献する所存でございますの
で、なにとぞ従来にもましてご厚情賜りますよう
お願いいたします。

４月20日に角館町外ノ山の源太寺ミヱさん、５月７日に角
館町雲然の林崎ハチヱさんが99歳の白寿を迎えられ、仙北市
からお祝いと花束が贈呈されました。
お二人とも、３度の食事をきちんととり、よく睡眠をとる

ことが長生きの秘訣だそうです。いつまでもお元気で、長生
きしてください。

源太寺ミヱさん 林崎ハチヱさん

石黒市長に報告に訪れた佐藤貞一さん（左）と
石橋正子さん（右）

人権擁護委員として尽力されてきた石橋正子さん（田沢湖卒田）
と佐藤貞一さん（角館町小勝田）が、全国人権擁護委員連合会長表
彰を受賞しました。
５月12日に開催された、大曲人権擁護委員協議会定期総会の席上、
２人に表彰状が伝達され、16日石黒市長に報告に訪れました。
法務大臣から委嘱を受け、石橋さんは平成９年６月１日より、佐

藤さんは平成10年２月１日より、地域で人権侵害が起きないように
見守り、人権を擁護するボランティア活動に尽力されてきました。
また、平成12年５月１日より人権擁護委員として活躍する山形則

男さん（角館町雲然）に、仙台法務局長感謝状が送られました。

５月１日、田沢湖駅で急病人が発生した際、田沢観光（株）タクシー
に勤務する番場政美乗務員がいち早く発見し、救護にあたりました。
番場さんが急病人を発見した時「意識を失い、呼吸が止まっている

ように見えた」そうです。そこで、周囲の人の協力をいただきながら
以前訓練を受けた心臓マッサージと人工呼吸を行ったところ、息を吹
き返し意識を取り戻しました。
救急隊員が到着するまで救護にあたった番場さんは、田沢湖駅がモ

ットーとしている「お客さまにやさしい駅づくり」の模範として評価
され、５月19日、田沢湖駅長から感謝状が贈呈されました。

笑顔で感謝状を受け取る番場さん

No.9 2006.6 7 



「秋田観光振興フォーラムin仙北」が４月27日、角館樺細
工伝承館を会場に開催され、約200人が参加しました。
秋田公立美術工芸短期大学学長の石川好氏を講師に迎え

「いざ発信！おざってたんせの心」と題した基調講演に続き
「日本一の観光地を目指して」をテーマにパネルディスカッシ
ョンが行われました。
石川氏がコーディネーターを務め、（株）ANA総合研究所社

長の浜田健一郎氏、山　事務所所長の山　養世氏、（株）イマ
ジニア代表取締役の神蔵孝之氏、JR東日本秋田支社長の横山
裕司氏らがパネリストとして参加。「観光資源はまだまだた
くさんあるはず。気づかない点など、発想の切り替えが必要」、
「これから中国からの観光客の増が見込まれる。中国語での

案内等を今から準備するべき」「駅から武家屋敷までに、期待させるような雰囲気づくりが必要」など、さまざまな
角度、視点から意見が出されました。

４月８日にオ－プンした「かたくり館」の和紙工房で
「鎌足和紙の会」（会長・佐々木茂徳）の会員のみなさんが、
和紙の原料となる楮（コウゾ）の木の皮むきを行いました。
昨年秋に収穫したコウゾの木を釜で蒸しあげると、まだ

熱い枝をとり慣れた手つきで次々と皮をむいていきました。
むいた皮は、ゴミや汚れを取り乾燥させた後、また釜で


煮て軟らかくしたものを叩いて繊維を細かくして水に溶か


して漉
す

くという工程を経て和紙が作られます。


和紙工房では、前日までに予約していただくと１人500円


で和紙漉きの体験ができます。手作りの和紙にチャレンジ


してみませんか！（連絡先ＴＥＬ４７－３５３５） まだ湯気が立つコウゾの木の皮をむく会員のみなさん


ト・ランin玉川」
日に開催されました。

今回で16回目の開催となります。
レースというよりは川下りを楽しむ和気あいあいの

雰囲気で、家族連れやゴムボートで出場する人など58

角館町の桧木内川（古城橋下流）から、大仙市長野大
橋までの約９キロの川をカヌーで下る「東北ファース

（主催・秋田県カヌー協会）が５月14

このイベントは、旧角館町と旧中仙町が「さくら」
をテーマに交流を図る「さくらワールド」の桜花賞カヌ
ー大会としてスタート、今年から名称を変えたもので、

新緑の桜並木の桧木内川を一斉スタート 人が参加。春一番の川下りを楽しんでいました。
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県の仙北、平鹿、雄勝の地域振興局と秋田ふるさと村が主催す

日間、秋田ふるさと村で開催されました。
コンクールでは、来場者による投票とお土産売り場担当者、ス

ーパーなどの仕入れ担当者が審査しました。その結果、アイディ

る、第６回ふるさと特産品コンクールが昨年11月５日、６日の２

ア・パッケージ部門賞に「角館さとくガーデン」が生産した『桜キ
ャンドル』が、民工芸品部門賞には「（株）八柳」が生産した『桜ス
トラップ』が選ばれました。
特産品をＰＲするリーフレットがこのほど完成し、仙北市から

『桜キャンドル』と『桜ストラップ』２点が掲載されました。
来場者が出品された作品を審査し、投票しています

アイディア・パッケージ部門賞の桜キャンドル（左）
桜が香るピンクと白のキャンドルで表面に桜の花

びらが浮き上がっています

民工芸品部門賞の桜ストラップ（右）
桜の花びらをかたどった樺細工に白い花びらを配

置した携帯電話ストラップです。

５月２日、西木公民館では桧木内川堤の桜並木を散策し、短歌や
俳句を詠む「さくら吟行会」を開催しました。よい天気にも恵まれ、
桜を満喫しながら感性を磨き合い、愛好者の交流を図りました。研
修会にて互選されました作品をご紹介致します。

４月20日、山鳩館を会場に西木公民館手作り教室第一弾
「布ぞうり作り教室」が開催されました。
布ぞうりはさわやかで、手洗いもできるので、これからの

季節は部屋ばきにぴったりです。講師は田沢の千葉暁子さん
です。最初は布を編むのに手こずっていた参加者も、先生か
ら聞きながら一足編み上げるころにはずいぶん慣れてきたよ
うでした。
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廃校になって、田沢湖畔にその時を刻んでいる旧田沢湖町立生保内小学

23日開校しました。

校歌を斉唱しました。引き続き、開校記念特別授業として、寺田典城知事
が「世界からみた秋田」というテーマで講演しました。

「木造校舎の子供たち」
語）
動を通じた授業が、５月いっぱい開催されました。

校潟分校（明治15年創立）が、春とともに『思い出の潟分校』として、４月

当日は、地域住民など約80人が参加して開校式が行われ、懐かしそうに

４月29日には、県内唯一のチンドンや「ダースコちんどん隊」が、明
治・大正・昭和の歌唱のほか、ロシア・東欧・中近東諸国の音楽などもレ
パートリーに加えた楽しい音楽の授業をしました。この他に、創作人形展

（図工）や毎週土曜日・日曜日には、かたりべ（ 国
、森の散策と山菜採り（理科）、山菜料理（家庭）など、地域の楽しい活

首都圏在住の旧田沢湖町出身者で組織する東京・田沢湖会
（高橋良治会長）の第20回総会と懇親会が５月21日、東京都
千代田区のホテル・ルポール麹町で開催されました。
当日は会員など約100人が参加し、総会では石黒市長が市

政報告をし、仙北市になっても、東京・田沢湖会は今後も継
続することを確認しました。
引き続き行われた懇親会では、神代産米の特別純米酒が披

露され、地酒を酌み交わし民謡や歌謡ショーを聞きながら古
里談義に花を咲かせ、特産品コーナーでは、旬の山菜や漬物、
餅菓子類を懐かしそうに買い求めていました。
最後に、参加者全員で「生保内節」を唄と踊りで楽しい時

間を過ごしました。

５月15日、仙北地域振興局、仙北警察署、
仙北市角館町消費者の会などが消費者月間の
街頭啓発活動をワンダーモール角館店前で行
い、消費者被害を防ごうと呼びかけました。
近年、消費者をめぐっては、商品、サービ

スの安全性に関する問題や、高齢者をねらっ
た悪質な商売、身に覚えのない架空請求など
が大きな社会問題となっていることから、消費者が安全で安心して暮らせる社会を


実現するため、「消費者も知恵を身につけ、納得できないことは勇気を持って断るこ


とで消費者被害を防げる」と訴え、買い物客らにチラシやティッシュを配りました。


◆悪徳商法は、いろいろな手口であなたに近づいてきます◆
困ったときはあきらめないで、早めに相談を！
●仙北地域振興局総務企画部　TEL０１８７（６３）５１１４
●仙北警察署住民安全相談所　TEL０１８７（５３）２１１１

５月７日、仙北市体育
協会が設立され、会長に
菅原陽三氏、副会長に滝
口正克氏、佐々木健氏、
大牧徳二郎氏が選ばれま
した。
協会では重点目標とし

て、各地区体協との連携
を密にし組織強化に努め、
平成19年に開催される
「秋田わか杉国体」への支
援・協力体制を整えると
ともに、市民生活に大き
な活力となる生涯スポー
ツの振興を図ることとし
ています。
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　平成18年度第52回県南高等学校総合体育大会が大仙市・仙北市を中心会場として５月５日から５月８日まで
開催されました。この春の県南総体を目標に、厳しい冬場の練習の積み重ねのもと、119名の新入生の新たな力
も加わり、つぎのようなすばらしい成果をえました。これもひとえに地元の方々のご支援、そして保護者の皆
様方のご協力の賜と感謝いたしております。 

【バレーボール部】 優勝（27連覇） 

　予選リーグ　対平成高　　　２－０ 
　　　　　　　対湯沢北高　　２－０ 
　決勝リーグ　対横手城南高　２－０ 
　　　　　　　対雄物川高　　２－０ 

【ソフトテニス部】 ３位 

　団体戦　　　対角館高　　１対２ 
　３位決定戦　対増田高　　２対０ 
　個人戦　佐藤・草　ペア　ベスト16

　対湯沢北高　　４対１ 
　対横手城南高　０対４ 
　対湯沢商工　　４対５ 

【弓道同好会】 

　団体戦　　対横手高　　　10対14 
　４位　　　対湯沢高　　　８対 ４ 
　　　　　　対雄勝高　　　７対10 
　　　　　　対横手城南高　10対10 

　個人戦　　優勝　真崎　由佳（２年） 

【バスケットボール部】 ４位 

　決勝リーグ　　対湯沢北高　40対93 
　　　　　　　　対大曲高　　62対69

【陸上競技部】 

　総合　　　　　４位 
　トラック部門　５位 
　混成部門　　　１位 

東北大会出場

角館南高校の教育実践紹介 

【ソフトボール部】  ４位 

　　　　　　（射詰 角南１対　城南４） 

　また、秋田県マーチングフェスティバル秋田大会も５ 月５ 日、秋田県民体育館で開
催されました。息の合ったマーチングを行い優秀賞に輝きましたが、
には、いま一歩及ばず、９ 月末に行われる横手大会に雪辱を期すことになりました。
吹奏楽部にもご声援のほどよろしくお願いいたします。
この後、５ 月末からは陸上競技、バスケットの全県総体を皮切りに県南地区を主会
場に各部の全県総体と、水泳部の県南大会が６ 月上旬に始まります。
　角南の「少女子たち」の「駒草精神」の頑張りに、ご期待、ご支援を賜りますよう
今後ともよろしくお願いいたします。
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新潮社から学習資料館へ
寄贈されました図書を紹介します

（ブレンダ・リックマン・ヴァントリース）

（浅田次郎）

（永六輔）
緑の海へ（沢木耕太郎）

（曽野綾子）

（服部真澄）

（宮城谷昌光）

子どもたちと、あかちゃんの出会いの場
を作るために、ふれあいの授業がはじまり
ました。
あかちゃんの成長を見守る子どもたちの

表情が感動をよぶ写真絵本です。
（星川ひろ子著　岩崎書店）

公募をきっかけに、小さな町の職員になっ
た著者が、その体験を語ります。
地方で独創的に暮らす人々との出会いは、

町づくりの手本になるかもしれません。
（森澤茂著　農文協）

● 
● おいしく食べる山菜・野草（高野昭人）

５日（月） 12日（月）
19日（月） 26日（月）

学習資料館からお知らせ
仙北市総合情報センタ―・学習資料館は西宮家（田町側）向かいにあります。
ビデオ・ＣＤも貸出しております。どうぞご利用下さい。

開館時間　火曜日～土曜日　午前９時から午後７時

◆ 柳生雨月抄（荒山徹）
◆ グッモーエビアン！（吉川トリコ）
◆ のんしゃらん　ーパリの天窓からー（村上香住子）
◆ 六十歳から百名山（米倉久邦）
◆ 悪党芭蕉（嵐山光三郎）
◆ イケ麺！（勝谷誠彦）
◆ 夕子ちゃんの近道（長嶋有）
◆ 神と人間（芹沢光冶良）
◆ 青猫家族輾転録（伊井直行）
◆ 眠れぬ真珠(石田衣良)
◆ 聖書の絵師
◆ さらば　大遺言書（森繁久彌）
◆ 石に言葉を教える（柳田邦男）
◆ 狂気の偽装（岩波明）
◆ 細胞から元気になる食事（山田豊文）
◆ 売る男、買う女（酒井あゆみ）
◆ 息を聴け（冨田篤）
◆ 脳外科医が教えるボケ予防15か条（天野惠市）
◆ 本気で言いたいことがある（さだまさし）
◆ ひらめき脳（茂木健一郎）
◆ 池波正太郎劇場（重金敦之）
◆ 日本共産党（筆坂秀世）
◆ 阿川弘之全集　９巻（阿川弘之）
◆ 決定版　三島由紀夫全集　別巻（三島由紀夫）
◆ 杉本彩責任編集「エロティックス」

◆ ＣＤ　ちゃん（山本周五郎／朗読・名古屋章）
◆ ＣＤ　刺青／秘密（谷崎潤一郎／朗読・佐藤慶）
◆ 僕は人生についてこんなふうに考えている
◆ 他人と深く関わらずに生きるには（池田清彦）
◆ 生き方、六輔も。
◆ 杯〈カップ〉
◆ 絶対音感（最相葉月）
◆ あの世　この世（瀬戸内寂聴・玄侑宗久）
◆ 哀歌〈上・下〉
◆ 漱石の孫（夏目房之介）
◆ 毎日がすっきりする本（中山庸子）
◆ エル・ドラド〈上・下〉
◆ 奪還　引き裂かれた二十四年（蓮池透）
◆ ハイキングで出会う花ポケット図鑑（増村征夫）
◆ 香乱記〈三・四〉
◆ 老人介護　常識の誤り（三好春樹）
◆ 恋ぐるい（諸田玲子）
◆ さよなら、スナフキン（山崎マキコ）
◆ 2  0年目のクラスメート（メアリー・Ｈ・クラーク）
◆ ９９９９９　ナインズ（デイヴィッド・ベニオフ）
◆ Ｍ・Ｃ・☆ＬＡＷ　１（剣名舞）
◆ アキハバラ＠ＤＥＥＰ　２（石田衣良）
◆ 財前丈太郎　13（北芝健）
◆ ヴィクトリー　３（今泉伸二）

● 花はさくら木（辻原登）
● 晩年の美学を求めて（曽野綾子）
● みんなの裁判（小林剛）
● 魚の名前（中村庸夫）
● イルカ（よしもとばなな）
猫のなるほど不思議学（岩崎るりは）

● 雲を斬る（池永陽）
● 浅田真央、15歳（宇都宮直子）
● 男の更年期（奥山明彦）

日曜日　　　　　午前９時から午後５時（休館日は月曜日、祝日、月末）
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内　容 

公民大学 
郷土研究学科 

公民大学 
園芸学科 

公民大学 
書道学科

公民大学 
書道学科

公民大学 
陶芸学科

公民大学 
陶芸学科

日 

8，

７，

6，

1，

時刻 会場 

豊　心　園 

陶芸実習室 

陶芸実習室 

ん

対　象　 

田沢湖地区市民

時　間

会　場

講　師

　　　　　　　　　　代表取締役　千葉薫氏 
　
内　容

関数等 
費　用 ，０００円
申　込

０
。

生保内会場

角館公民館 

（研究）

（専門）

（１ 班） 

（２ 班） 

13 日

22 日

21 日

14，28 日

20 日

15 日

13：30 

9：00 

13：30 

13：30 

9：30 

9：30 

角館公民館 

角館公民館 

角館公民館 

　市芸術文化協会加入団体の大正琴「花かげ会」
の演奏会が仙北市民会館で開催されます。
　思い出の歌、懐かしい歌、心に響く名曲の数 を々、
コール駒草（ 代表　藤原嵩）の合唱、後藤正次さ
（ 東海林太郎顕彰会）の歌とともに仙北市の会
員と秋田グランドオーケストラの会員約５ ０人での大
演奏会となります。
　是非、ご近所お誘い合わせのうえご来場ください。

（各コース先着２ ０名まで） 

日　程

　ワードコース　　　 ①６ 月２２ 日(木)　  ②６ 月２９ 日(木) 
　　　　　　　　　③７ 月 ６ 日(木)　  ④７ 月１０ 日(月) 
　エクセルコース　　①７ 月１２ 日(水)　  ②７ 月１４ 日(金) 
　　　　　　　　　③７ 月１８ 日(火)　  ④７ 月２０ 日(木) 

　　午後６ 時～ 午後８ 時 
　　神代中学校 

　コンピューターアシストデベロップメント有限会社 

（ きたうら花ねっと理事、秋田県地域ＩＴ リーダー） 

　ワードコース
　　　基本操作、文書作成、書式設定、表の作成等 
　エクセルコース
　　　基本操作、書式設定、表作成、

　　テキスト代として１

　田沢湖公民館へ電話でお申込みください。
　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥ Ｌ　４３－１６１ 
　６月６ 日(火) から６ 月１４ 日(水) 午後５ 時まで（土日を除く） 

　申込み期間に関わらず、定員になり次第締切りとさせ
て頂きますので、お早めに申込みください。
※７ 月下旬より、 （ 生保内中学校）のパソコン
教室を開始いたします。内容は神代会場とほぼ同様です。
募集につきましては、７ 月の広報にてお知らせいたします。

　今後の田沢湖公民館事業につきましては、「広報」
や「お知らせ・ナビ」にて随時募集しますので、お見逃し
の無いようお願いいたします。
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３ 

　国民年金の保険料は、職業や収入などにか
８０円です。かわらず月額１３，６

　しかしながら、２０ 歳以上の学生の方などは一
般的に所得がないため、学生本人が保険料を納
付することが困難な場合があります。
　このため学生の方には、申請により認められる
と保険料の後払いができる制度として学生納付
特例制度があります。
　保険料の納付は将来の給付につながる大切
な義務ですが、納付することが困難な場合、この
手続きをせずに保険料を未納のままにしておくと、
万一のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が

●国　保 

世帯数 

被保険者数 

総医療費 

１人あたり医療費 

１世帯あたり医療費 

６，９２２戸 

１５，２４６人 

１２，９６６万１千円 

８，５０４円 

１８，７３１円 

●老人保険 

加入者 

総医療費 

一人あたり医療費 

５，８７８人 

３３，８８５万７千円 

５７，６４８円 

●福祉医療 

受給者 

個人負担への助成額 

１人あたり助成額 

３，３９２人 

２，０２２万５千円 

５，９６２円 

毎年 忘

①学生本人の前年の所得が１１８万円以下の場合は、申請により保険料の納付が猶予されます。 

門学校及び各種学校（１年以上の課程）、学校教育法に規定する予備校などに在学する学生
を言うほか、夜間部、定時制課程及び通信制課程に在学する学生も対象になります。 

ただし、１０年以内に保険料を納付（追納）しない場合は、老齢基礎年金の年金額計算には
算入されません。卒業し、収入を得るようになったら、忘れずに追納しましょう。 

所得証明書（源泉徴収票など）

受けられなくなってしまいます。
　学生納付特例は、申請した月の属する年度の
４ 月に遡及して認められますが、万一の場合に備
えて早めの手続きをお勧めします。また、学生で
あるうちは、 （ 毎年度）申請できますので、
れずに手続きをしてください。

② 学生納付特例の対象となる「学生」とは、大学（大学院）、短期大学、高等専門学校、専

③ 学生納付特例を受けた期間は、年金を受けるために必要な資格期間として算入されます。

・年金手帳 
・学生証または在学証明書 
・前年に所得がある場合は、
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　児童手当を受給しているすべての方は、毎年６月中に「現況届」を提
出することになっています。６月１日現在における児童の養育状況を確認
するためであり、この届がない場合、受給資格があっても６月分以降の手
当を受けられなくなります。

○提出期限・・・平成１８年６月２３日（金）

○提出先・・・各地域センター総合窓口課、各出張所

○持参するもの・・・加入している健康保険証の写し、印鑑など

○提出期限・・・平成１８年６月２３日（金）

○提出先・・・各地域センター総合窓口課、各出張所 

○持参するもの・・・加入している健康保険証の写し、印鑑など 

※広報４月１日号でお知らせした法改正について、
　新たに受給資格対象となる児童がいる場合で、
　まだ申請されていない方は速やかに手続きをし
　てください。すでに手続きされた方は、後日認
　定通知と支給のお知らせをしますのでお待ちく
　ださい。 

■問合せ：仙北市福祉事務所　児童福祉係 
　　　　　TEL（43）2280 

　母子家庭の母及び寡婦の方に就労または転職の条件を有利 
にし、生活向上を図るためにパソコン講習会を開催します。

○受講対象者・・・秋田県内に在住する

　　　　　　　　　　　　母子家庭の母、寡婦

○会場・・・仙北市総合情報センター

○受講期間・・・７月18、20、22、24、26日

○受講料・・・テキスト代500円

○申込締切・・・７月10日

　（申込書は田沢湖地域センター、角館地域センター、福祉事務所にあります）

○受講対象者・・・秋田県内に在住する 

　　　　　　　　　　　　母子家庭の母、寡婦 

○会場・・・仙北市総合情報センター 

○受講期間・・・７月18、20、22、24、26日 

○受講料・・・テキスト代500円 

○申込締切・・・７月10日 

　（申込書は田沢湖地域センター、角館地域センター、福祉事務所にあります）

■問合せ：秋田県ひとり親家庭就業・自立支援センター　TEL０１８（８９６）１５３１ 
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　秋田県では、統計に関する知識を
広め、統計の表現技術を高めるため、
全県の小学生、中学生、高校生、大学
生及び一般から統計グラフコンクール
の作品を募集します。
■区分：《手書き統計グラフの部》
　　　　《パソコン統計グラフの部》
■テーマ：自由

　※小学校４年生以下の児童は、外
　　から資料を得ることなく自分で観察・
　　調査した結果をグラフにしたもの
　　に限ります。
■用紙規格：B２判（７２．８㎝×５１．５㎝） 

■応募締切日：９月１日（金）必着 
※詳しい内容は、応募要領（仙北市企
　画政策課にあります）をご覧ください。
　また、美の国あきたネット内調査統計
　課のホームページでもご覧になれます。
■問合せ：秋田県学術国際部 
　　　　調査統計課　調整・企画班 
　　　　　　TEL０１８（８６０）１２５３ 
　http://www.pref.akita.lg.jp/tokei/

　エイズ患者・感染者の新規報告数は、平成１６年には初めて年間１，０００件を超
える方々が報告され過去最高を記録しておりましたが、平成１７年の速報値でもさ
らに上回り１，１９９件の方が新たに報告されております。さらに、診断時には既にエ
イズを発病している方が約３割を占めております。

　こうした状況から国民のエイズに対する関心を喚起しエイズ検査の浸透・普及
を図るため、このたび国では「エイズ検査普及週間」を創設しました。
　大仙保健所では、次のとおりエイズや性感染症に関する相談・検査を実施しま
すので是非ご活用ください。

１．日時：６月６日（火）　９：００～１０：３０ 
　　　※通常は次の日程で実施しています。
　　　　・毎月第１木曜日　９：００～１０：３０ 
　　　　・毎月第３木曜日　９：００～１０：３０、１７：３０～２０：００ 
２．場所：大仙保健所 
３．検査料金：無料（エイズ性感染症検査と同時に無料で肝炎検査もできます）
 ※検査は、問診後に採血（５cc）をします。結果は一週間後になります。

４．申し込み：匿名可。検査希望の方は、事前に予約が必要です。
 ※随時、電話相談にも応じております。プライバシーに配慮しています。

５．担当：大仙保健所　疾病予防・医薬班　　TEL０１８７－６３－３４０３ 
ホームページアドレス　http://www.pref.akita.lg.jp/senb-fuku/

　介護保険では要介護認定・要支援認定を受けて、居宅で介護を受けている人が介護保険で支給対象となる住宅改修
をした場合に、事後の申請により費用の９割分が介護保険から支給されていました。
　平成１８年４月からは、この住宅改修に事前申請制度が導入され、工事前に申請書を提出し審査を受けることが義務づ
けられました。そのため、事前申請をせずに改修が行われた場合は、費用の９割が支給されません。
　事前申請には、支給申請書・住宅改修が必要な理由書・工事見積書・工事前の写真・家の平面図を提出いただき、審
査を受け、工事後に領収書・工事費内訳書・工事後の写真を提出していただくことになります。
　申請の受付については、介護保険事務所、大仙市役所、仙北市役所、美郷町役場（各支所を含む）の介護保険担当
窓口で行っております。

問い合わせ先　〒０１４－０８０５　大仙市高梨字田茂木１０番地（大仙市役所　仙北庁舎内３階） 

介護保険事務所　保険管理班　ＴＥＬ　０１８７－８６－３９１１ 

介護保険で支給対象となる住宅改修の工事種別介護保険で支給対象となる住宅改修の工事種別介護保険で支給対象となる住宅改修の工事種別
　（１）手すりの取付け
　（２）段差の解消 
　（３）滑りの防止及び移動の円滑化等のための床又は通路面の材料の変更 
　（４）引き戸等への扉の取替え
　（５）和式便器から洋式便器等への便器の取替え
　（６）その他（１）から（５）の住宅改修に付帯して必要となる住宅改修 

限度額は一人あたり２０万円までとなります。限度額は一人あたり２０万円までとなります。（この範囲内で費用の９割が支給されます）（この範囲内で費用の９割が支給されます）限度額は一人あたり２０万円までとなります。（この範囲内で費用の９割が支給されます）
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■対象者

■対象事業経費

　

・

■助成金額

　　　 ０ 

■募集期間： 

■申込方法： 

： 

　仙北地域振興局総務企画部 

１８７ ５２２６ 
　秋田県産業経済労働部 
　　観光課　国際観光班 

１８（８６０）２２６８ 

１，０００人

１，２２３人

６

　
： 

　　 １８７ ０３１６ 

１８７ ２３０２ 

　　住宅用火災警報器相談室 　　　 １２０（５６５）９１１ 

に預

申込

（軽
課）、

　（ ） 

： （日）８：３ ７：００ 
■場所：仙北地域振興局庁舎 県税課 
　　　 ３－６２） 

　　　　　総務企画部　県税課 
１８７ ５２２２ 

　外国語による施設内案内表示や外
国語パンフレットの作成に関する経費
に対して、補助金を助成します。

： 県内に本店又は営業所を
　有する観光関連事業者 

： 基本メニュー事業と
　一つ以上の選択メニュー事業との
組み合わせにより実施する事業経費 
基本メニュー（ 必須）
外国語による施設内総合案内表示 

選択メニュー（一つ以上）
・施設紹介外国語パンフレット作成
・ホームページ作成
・外国語による音声ガイド媒体作成等 

： 補助対象経費の１／２ 

（上限１０万円、下限５０ 万円）

　　平成１ ８年５ 月９ 日～６ 月３０ 日 

　　仙北地域振興局総務企画部まで、
　所定の事業計画書と収支予算書を
　提出してください。
■問合せ

　　地域企画課　企画・商工観光班 
                           TEL０ （６３）

                           TEL０

　平成１５ 年以降、住宅火災による死者数は を超えており、平成１ ７年に
あっては もの方が住宅火災により尊い命を失っております。
　また、死者の６ 割は逃げ遅れによるもので、５ 歳以上の高齢者の死者が非常に
多く、就寝時間に死者が集中しています。
　このようなことから、消防法が改正され、住宅火災による死者数を減らすことを目
的として平成１ ８年６ 月１ 日から新築住宅に火災警報器の設置が義務付けられました。
既存住宅については平成２ ３年５ 月３１ 日まで設置が必要となります。
■住宅用火災警報器とは
　火災により発生する煙を自動的に感知し、住宅内にいる人に対して警報音や
音声により火災の発生を知らせてくれるものです。天井付けタイプと壁掛けタイプ
があり、乾電池式とコンセントタイプの２ 種類があります。
■設置場所について
　設置場所は主に寝室と階段です。詳しくは大曲仙北広域市町村圏組合火災
予防条例で定められていますので、最寄りの消防署へお問い合わせください。
■購入について
　住宅用火災警報器は、防災用品販売店やホームセンター等でも販売しております。
購入の際は、鑑定マークの付いたものをお勧めします。
■悪質な訪問販売に注意 
　住宅用火災警報器の設置義務化に便乗し、悪質な訪問販売や点検を行う業
者が多発するおそれがあるので十分に注意してください。なお、住宅用火災警報
器はクーリングオフ制度の対象となっております。
消防職員が訪問販売をすることは一切ありません。

■問合せ

大曲仙北広域市町村圏組合　消防本部予防課　　TEL０ （６３）

　　大曲仙北広域市町村圏組合　角館消防署　　　　TEL０ （５４）

【フリーダイヤル】 TEL０

◆今年からコンビニエンスストアでも
　　　　　　　　納付できます◆ 
　６月は自動車税の納期です。最寄
りの銀行・郵便局・農協・コンビニエン
スストア等で忘れずに納付してください。
　また、県内の銀行・信用金庫・労働
金庫・農協など（ 郵便局は不可）
金口座があれば、口座振替が利用で
きます。「申込はがき」は当課又は金
融機関窓口に備え付けてありますので、
ご利用ください。（口座振替は、
の翌年度からになります） 

　自動車税のグリーン化とは、排出ガ
ス及び燃費の性能の優れた環境負
荷の小さい自動車は税率を軽減し

新車新規登録から一定年数を
経過した環境負荷の大きい自動車は
税率を重くする（ 重課）特例措置です。
■平成１ ８年から重課となる自動車
自動車税が概ね１０ ％重課されます

○平成７ 年３ 月３１ 日までに新車新規
　登録されたディーゼル車。
○平成５ 年３ 月３１ 日までに新車新規
　登録されたガソリン車。
■平成１ ８年度から軽課の対象とな
　らない自動車
○平成１ ６年度に新車新規登録され
　た自動車で、昨年度軽課の対象と
　なっていた自動車。

　このたび、平日に都合の悪い方の
利便を図るため、次のとおり自動車税
などの納税相談窓口を設けることとし
ましたので、ご利用くださるようお知ら
せします。
■日時６ 月２５ 日 ０～１

（ 大仙市大曲上栄町１

■問合せ： 仙北地域振興局 

         　　　 TEL０ （６３）
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氏名 保護者 氏名 住所 

　一般寄附 
・ 角館町茶道連盟会長　木村宗竜さん 
　　　　　　　　　　　　　　…角館町育英会へ 
・ 西木村役場職員互助会 
・ 角館町戌年会 
　香典返寄附 
・ 佐藤一雄さん（刺巻字六枚） 

・ 御崎春子さん（生保内字野村） 
・ 田村久雄さん（生保内字四十程） 
・ 　橋テルヱさん（小松字城廻） 
・ ＪＡつくし会 
・ 鈴木敏子さん（生保内字武蔵野） 

■建築確認件数 19件 

販 売 頭 数
平 均 体 重
平 均 価 格

雌 
17頭 
277Kg 
396,591円 
1,432円 

去勢 
24頭 
303Kg 
539,219円 
1,778円 

小 丸 太
中 丸 太
大 丸 太

１㎥平均 

10,100円 2,805円 

　　　　　　　　3,492㎥

田　口　結　音　　　晃　　　生保内字下滝沢 
永　井　一　花　　　尚　　　生保内字宮ノ前 
加　藤　紗　菜　　和　博　　生保内字上堂田 
伊　藤　陽　大　　　徹　　　小松字城廻 
古　郡　慎太朗　　洋　平　　神代字勘解由屋敷 
田　口　優　華　　龍　平　　梅沢字西田 
高　野　優　奈　　和　春　　下菅沢 
加　藤　希　望　　浩　司　　細越町 
　　野　大　和　　豊　彦　　川原町 
飯　塚　春　斗　　正　祐　　歩行町 
戸　嶋　大　輔　　秀　樹　　下中町 
能　美　晴理華　　智　考　　小勝田間野 
佐　藤　晴　規　　正　彦　　小勝田中川原 
千　葉　紗里林　　　茂　　　西長野古寺 
　　原　弘　介　　弘　明　　八割字八割 
渡　　　真　矢　　和　浩　　白岩前郷 
　　村　凰　翔　　友　和　　広久内上中川原 
田　中　美　有　　　樹　　　桧木内字松葉 
門　脇　結　那　　　勝　　　門屋字大野関 

ゆ　い　と 

い　ち　か 

さ　　 な 

よ　う　た 

しんたろう 

ゆ　う　か 

ゆ　う　な 

の　ぞ　み 

や　ま　と 

は　る　と 

だい　すけ 

せ　り　か 

は　る　き 

しゃりりん 

こう　すけ 

ま　　 や 

こ 　　う 

み　　 ゆ 

ゆ　　 な 

千　葉　順二郎　　７３　　生保内字大川端 

羽根川　幸　子　　７４　　生保内字下高野 

池　田　章　三　　７９　　生保内字武蔵野 

山　岡　鋼　子　　８２　　生保内字武蔵野 

千　葉　久　人　　５１　　潟字一ノ渡 

八　幡　弘　義　　８３　　小松字城廻 

　　橋　昌　晃　　４７　　角館東前郷字赤平 

吉　村　キミヱ　　７６　　岡崎字岡本 

大　石　ウメノ　　９９　　梅沢字東田 

細　川　マサヱ　　８９　　卒田字上真崎野 

大　石　ツ　ヱ　　８５　　卒田字上真崎野 

　　階　ヱ　イ　　６７　　卒田字清水合 

山　内　二三郎　　７２　　卒田字荒町 

草　　　キ　タ　　９５　　卒田字鹿狩 

茂　木　美代子　　７７　　上菅沢 

阿　部　ト　ヨ　　８０　　上菅沢 

菅　原　賢　一　　７５　　岩瀬下タ野 

小　松　　　實　　４７　　西下タ野 

中　村　リ　ツ　　７９　　山根町 

永　山　　　孝　　７９　　西長野八百刈 

藤　澤　勝　雄　　７１　　雲然荒屋敷 

菅　原　ミチヱ　　８２　　薗田銭神 

　　橋　ユキヱ　　９６　　薗田家ノ東 

　　村　芳　子　　８６　　広久内下夕町 

足　達　哲　雄　　７０　　広久内町後 

門　脇　哲　郎　　６２　　桧木内字小滝 

門　脇　鉄　雄　　７５　　桧木内字小波内 

伊　藤　ヨシノ　　９２　　桧木内字松葉 

新　山　留之助　　９４　　西明寺字荒町東 

佐　藤　圭　子　　７４　　小渕野字落合 

■人　口　　男　　　　　　15,202人 
■　　　　　女　　　　　　17,103人 
■　　　　　計　　　　　　32,305人 
■世帯数　　　　　　　　　10,844世帯 
■出　生　　　　　　　　　　　19人 
■死　亡　　　　　　　　　　　35人 
■結　婚　　　　　　　　　　　13組 
■転　入　　　　　　　　　　　84人 
■転　出　　　　　　　　　　　93人 

住所 年齢 

【出生・死亡　4月届出分　敬称略】

   清眺苑へ善意・奉仕・慰問 

■ゴミ処理量（うち資源ゴミ） 
　　　　　　     1，272 ｔ（110ｔ） 

■農地転用件数　　　　2件

平成１ ８年5月の小牛市場 

Kg　単 価

平成１ ８年５月１2 日市場 

－　円  

－　円 

１ 石平均 
－　円 

－　円 

今月の売上数値 
（ 14,191石）

今月の売上金額　　　　　　40,000円 ■火　災　　　　　　　　　　　 1件
■交通事故（うち死傷者）　　　　8件（10人） 
■飲酒運転違反者　　　　  　　　3 人
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６．１
◎ ４．１ 　◎西木地区基本健診 

◎乳児健診 ８． ７．

◎西木地区基本健診 

◎乳児健診 ８． ７．
◎西木地区基本健診 

◎予防接種

◎２００ ５ 

◎乳児健診 ８． ７．

◎予防接種 　◎健康教室

５．１

５．１

◎母子手帳交付 　◎健康教室

◎乳児相談 ７． ７．１

◎幼児教室

４．１

６．１
４．１

◎母子手帳交付 　　◎西木地区基本健診 

◎西木地区基本健診 

◎予防接種 　　◎健康教室
◎西木地区基本健診 

◎母子手帳交付
◎西木地区基本健診 

◎母子手帳交付 　◎予防接種

◎予防接種
◎西木地区基本健診 

–June– 
◎ 田沢湖地区基本健診  
◎駒ヶ岳山開き

◎生保内公園つつじ祭り5／26～6／4 

◎たけのこ祭り～６／11 

◎ １歳６ヶ月児健診（対象：H１ １～１２ 月生） （田） 
３ 歳児健診（対象：H１ ０～１１ 月生） （田） 

（対象：H１ １～２ 月生・H１ ８～９ 月生） （西） 

（対象：H１ １～２ 月生・H１ ８～９ 月生） （田） 

（ 三種混合・BCG） （角） 

６たざわこMTB フェスティバル（田沢湖高原）～６／２

（対象：H１ ２ 月生・H１ ９ 月生） （角） 

（ 三種混合・BCG） （田） （角） 

◎ ２歳６ヶ月児歯科健診（対象：H１ ０～１１ 月生） （田） 

◎ ２歳６ヶ月児歯科健診（対象：H１ ０～１１ 月生） （西） 

（田） （角） 

（対象：H１ ６～７ 月生・H１ ０～１１ 月生） （田） 
◎子ども開放日（角） 

（角） 

◎３ 歳児健診（対象：H１ ０～１１ 月生） （角） 

◎ １歳６ヶ月児健診（対象：H１ １～１２ 月生） （神） 
◎３ 歳児健診（対象：H１ ０～１１ 月生） （神） 

（角） 

（ポリオ生ワクチン）（角） （角） 

（西） 　　◎子ども開放日（角） 

（角） （ 三種混合・BCG） （西） 

（ 三種混合、BCG） （神） 

（田）…仙北市健康増進センター　（角）…仙北市健康管理センター
【実施場所】（西）…西木保健センター　（神）…仙北市就業改善センター


（桧）…桧木内地区公民館　（紙）…紙風船館　（西地）…西木地域センター


～歯の健康～ 

　細菌

①歯みがき（ブラッシング）
　をていねいにする。

　とってもらう。

　仙北市保健課　TEL ２ 

　市の集団検（健） 診の中に歯周疾
患健診があるのを知っていますか？ 
　歯周疾患健診は歯周病（ 歯槽膿漏）
を早期に発見するのが目的です。
　それでは歯周病（ 歯槽膿漏）とはど
ういう病気なのでしょうか。

（食べカス） が歯肉に炎症を引
き起こし、歯の骨や根をとかしてしまい、
最後に歯が抜けてしまう恐ろしい病気
なのです歯周病にならないためにはど
うしたらよいのでしょうか。

　＊食後２０ 分以内に歯をみがく。
　＊歯ブラシを細かく振動させてみがく。
　＊柔らかい歯ブラシで歯ぐきをマッサージする。
　＊歯ブラシに力をかけないでみがく。

あなたの歯は
だいじょうぶですか？ 
　　市の歯周疾患健診の対
　象者は４ ０、５ ０、６ ０、７ ０才の
　男女です。
　　なお、義歯使用の方も健 
　診をうけることができます。今か
　らでも遅くありません。ぜひ、受診するようお勧め
　します。
　　歯が抜けた場合は放置せず、義歯を活用して
　歯全体のバランスを保ちましょう。
 　　また、かむ力を保つために、義歯は定期的に点
　検してもらいましょう。
　　８ ０才になっても自分の歯を２ ０本保つようにがん
　ばりましょう。
　　歯を守ることは全身の健康を守ることなのです。

②定期的に受診して歯垢・歯石を 

■問合せ
（５５）１１１
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土砂流出等が頻繁に起き、遊歩道の利用が危険な状況となっております。その
安全対策として「抱返り渓谷歩道危険箇所防除事業」（県事業）による工事を行
います。
ご迷惑をおかけしますが、当分の間遊歩道を全面通行止めとしますので、ご

理解と御協力をお願いします。

通行止め区間　　　抱返り第２駐車場から夏瀬橋（吊橋）手前までの全区間

通行止め期間　　　平成19年９月30日まで（予定）
※「飯村少年殉難の碑から夏瀬橋までは、工事終了後も引き続き通行禁止区　
間です。」
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夏瀬橋

通行止区間 

通行禁止区間 

※神の岩橋、夏瀬橋（吊橋）は通行可能、抱返　
り第１、第２、第３駐車場及びトイレは使用
可能です。

秋田県自然保護課　仙北市観光課

田沢湖抱返り県立自然公園の抱返り渓谷において、岩盤や斜面からの落石、

工 事 区 間　　　抱返り第２駐車場から飯村少年殉難の碑まで（約1.4Km）
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神の岩橋（ 吊り橋） 

●飯村少年殉難の碑

神代ダム

（ 吊り橋） 

●回顧の滝
みかえり 

工事による

崩落等による

抱返り神社 


